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:	タイの「ゾウの村」を事例として
大石	友子
（広島大学大学院国際協力研究科／たおやかで平和な共生社会創生プログラム　博士課程前期 2	年）
　まず、この発表における問いとして、人新世において地球環境と生活文化の
関係をどのように捉えるのかということを挙げました。これまで地球環境は、
自然や非人間の領域、そして生活文化は人間や文化の領域として二項対立的に
捉えられてきました。しかし、近年の文化人類学における議論では、こうした
見方は再考されています。まず、自然と文化を二分法とする見方は世界中で普
遍的ではないということが指摘されました。また、自然と文化を切り離そうと
すればするほど、媒介や翻訳の働きをもつネットワークが増殖するということ
も指摘されています。そこで、自然とされるものと文化とされるものの実際的
な関係性を考察するために、人とゾウが共に暮らしているタイ・スリン県の「ゾ
ウの村」を事例として挙げました。このデータは参与観察およびインタビュー
により収集しました。
　まず、「ゾウの村」の人々がゾウをどのように捉えているのかに注目しました。
彼らは人間と精霊を対置させて捉えており、この対置を参照しながら村と森も
対置させます。しかし、ゾウは森や村に属するものとは捉えられておらず、村
では人間と関係性を築き、森では精霊と関係性を築く存在として捉えられてい
ます。また、ゾウは森から村へと境界を越える存在でもあります。こうした中で、
ゾウ使いとゾウがどのような関係性を結んでいるのかに注目しました。一般的
にはゾウ使いがゾウをコントロールしていると捉えられているのですが、実際
には交渉し合い応答し合う関係にあります。ただし、この関係には言語能力や
身体性といった権力性が内包されているものの、それぞれが行為主体性をもっ
た存在として相手を動かし、動かされています。
　結論です。人新世においてはこれまで、世界中で人間が地球環境に影響を与
えているということが議論されてきました。一方、これまで自然とされてきた
ものたち、例えばゾウを含む動物も、行為主体性をもって人間の生活や文化に
影響を与えているということがこの事例により明らかとなりました。したがっ
て、そのネットワークを対称的に捉え直していく必要があると考えています。
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